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回 日本看護協会論文集 一看護教 育一2004年
148-150頁
14)沖 永剛、永井利三郎 特集 脳炎 脳症 髄膜炎 〈
病態の理解か ら診断へ〉 多発性硬化症 小児内科
2004年36巻7号1150-1153頁
15)永 井利三郎 《講座》 障害児の子育て支援一障害の
受容と家族へのかかわ り(1)育 成2004年367号
16)永 井利三郎 《講座》 障害児の子育て支援一障害の
受容 と家族へのかかわ り(2)育 成2004年368号
17)永 井利三郎 《講座》 障害児の子育て支援一障害の
受容 と家族へのかかわ り(3)育 成2004年369号
18)永 井利三郎 《講座》 障害児の子育て支援一障害の
受容と家族へのかかわり(4)育 成2004年370号
19)永 井利三郎 《講座》 障害児の子育て支援一障害の
受容と家族へのかかわり(5>育 成2004年371号
20)永 井利三郎 《講座》 障害児の子育て支援一 障害の
受容と家族へのかかわ り(6)育 成2004年372号
21)田 辺卓也 乳児重症ミオクロニーてんかん(SME
I)症 例のワクチン接種状況調査 脳 と発達2004
年36号318-323頁
22)今 井克美 、沖永剛志 、神尾範子 、 青天 目信、永 井利
三郎 目か ら学ぶ脳波 小児疾患 と脳 波 小児 にお
ける大脳 皮質形成異常の脳波:臨 床脳波(0485-1447)
2004年46巻5号298-305頁
23)葉 久真理 、大橋一友 オ レム の依存 的ケアモデル を
適用 した 母乳哺育継続制 限要 因の探 求 日本助産学
会誌2004年4巻1号15-22頁
24)井 関敦子 、内藤直子 、大橋一友 出産方法 に対 する
在 日ブ ラジル 人妊 婦 の 認識 香 川 母性衛 生学会 誌
2004年4巻1号15-22頁
25)松 森直美、二宮啓 子、蝦 名美 智子、片 田範 子、勝 田
仁美、笹木忍 、松林知美 、小迫幸恵 、中野 綾美、筒
井真優美、飯村 直子、江本 リナ、鈴木敦子 、楢木野
裕 美、高橋清子、来生奈巳子、福 地麻貴子 「検査 ・
処置 を受 ける子 どもへ の説明 と納得」 に関す るケ ア
モデル の実 践 と評価(そ の2)一 子 どもの力 を引
き 出す 関わ りと具体 的な看護 の技術 について 一 看
護科学学会誌(印 刷 中)2004年
2.会 議録
D沖 永剛志 、 青天 目信、 神尾範子、 下野久 理子、柳
原恵子 、今井克美 、永 井利三郎 、大薗恵一 小児期
発症 のFisher症 候群 に対す る免疫 グロブ リン療法 の
検討 脳 と発達2004年36巻Supp1.S312頁
2)柳	 原 恵子 、荒井洋、西本潤史 、大谷和正 、沖永剛志、
永 井利三郎 、今 井克美 良性 乳児け いれ んの発 作群
発 時に は少量 カルバマゼ ピン内服が有効で ある 脳
と発達2004年36巻Suppl.5301頁
3)神	 尾範子 、沖永剛志、青天 目信 、下野 九理子 、今井 克
美、永井利三郎、大薗恵一1p36欠 失症候 群3例 に
み られ た て ん か ん の検 討 脳 と発 達(0029-0831)
2004年36巻Suppl.S299頁
4)小	 野寺 隆、真野利 之、今 井克美、永井利三郎 、佐藤健
二A群 色素性乾 皮症患者 の神 経症 状 の経過 と福祉
援 助 へ の要望 に関す るア ンケー ト調 査 脳 と発 達
2004年36巻Suppi.S272頁
5)青 天 目信、大幡泰久、神尾範子、下劈九理子 、沖永剛
志 、今井克 美、永井利三郎 、大 薗恵一 小脳失調が
中核症状 となった若年型歯 状核 赤核淡蒼球 ルイ体萎
縮 症(DRPLA)の2例 脳 と発達(0029-0831)2004年
36巻Suppl.S271頁
6)小	 谷智生(豊 中市立豊 中病院 小児科)、 神尾 範子 、青
天 目信 、下野九理子 、沖永 剛志 、今 井克美 、永 井利
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三郎、大薗惠一 発作性の低ナ トリウム血症 を伴っ
た類もや もや病の1例 脳と発達2004年36巻
Suppl.S241頁
7)伊	予田邦昭(広 島市立広島市民病院 小児科)、 永井利
三郎、田辺卓也、山本克哉、松石豊次郎、栗原まな、













































3)中	 嶋有加里、大橋一友 妊産婦のシー トベル ト着用
率向上にむけた基礎的検討と教育プログラムの作成




高橋清子 子 どもと親へのプレパ レーションの実践
普及 一子 どもと親が安心して医療を受けられるた








するケアモデルの実践 と評価(そ の3)一 看護師
の親 に対する認識 と実践の変化 とケアの広が り一






2)井	 関敦子、大橋一友 帝王切開に対する在 日ブラジ
ル人妊婦の認識 香川医科大学看護学雑誌2004年
8巻1号53-58頁











ス とサ ポ ー ト認知 の 差 異 大 阪 大 学 看 護 学 雑 誌 2004年33巻133-135頁
2004年10巻1号21-27頁 2)永 井利三郎 「筋力低下 ・筋萎縮」 今日の小児診
5.解 説 ・総 説
1)高	 木 洋治 中心静脈栄養TPN(高 カ ロ リー輸液;IVH)
の実 際 臨床 看護2004年30巻1号34-42頁
2)高	 木 洋治 各種 輸液製剤 の特徴 と使い分 け 中心静
脈栄養製剤ModernPhysician2004年24巻2号
207-216頁
3)高	 木洋治3ヶ 月以上のTPN管 理下で微 量元 素の補給
は 必 要 か 必 要 とす る立 場 か ら 医学 の あ ゆ み
2004年209巻5号332-337頁
4)高	 木 洋 治 在 宅 中 心 静脈 栄 養 法 指 導 臨 床 外 科
2004年ll巻59号402-404頁
5)高	 木洋治(監 修)ヨ ウ素(1)・ 鉄(Fe)一 投 与の
必 要性 と推 奨 量 一 静脈 栄養 と微量 元 素Series-5
味の素フ ァルマ(株)2004年1-6頁
6)高 木 洋治 日本 人の食事摂取 量基準(栄 養所 要量)
はい か に策定 されて いるか 、 され るべ きか 各論
微量ミネラル 静脈経腸栄養2004年3巻19号53-61頁
7)高	 木洋 治、多胡彰郎 広範囲血液 ・尿化学検査 、免
疫学 的検査 一そ の数 値 を どう読 むか 一 第6版
(2)iv.生 化 学検査(2)F.金 属(1)ク ロム 日本 臨
床2004年62巻(増 刊 号12巻)301-307頁
8)高	 橋清子 、楢木野裕美 、鈴木 敦子、赤川 晴美 、鎌 田
佳 奈美 、蝦 名美智子、二宮啓 子、松森直 美、半 田浩
美 、杉本 陽子 、前 田貴彦 日本の小児看 護にお ける





i)西 田勝、永井利三郎、牧一郎 他9人 障害を持つ
こどもたちのよ りよい生活のために 編集 ・発行
大阪小児科医会 勤務医部会障害児検討問題委員会
2004年ll月
2)永	 井利三郎 てんかんを正しく理解 していただくた
めに 日本てんかん協会大阪府支部2004年11月
3)永	 井利三郎 てんかんを正しく理解 していただくた
めに 大阪府2004年11月
2.専門著書
1)永	井利三郎 小児神経学 最近の話題 神経 ・筋疾
患 α一dystroglycanopathy/J丶 児 神経 学 の進 歩
断指針第4版 五十嵐隆、大薗恵一、高橋孝雄編
2004年154-156頁 医学書院
3)永 井利三郎 脳波検査 エクセルナース[検 査編]
松岡緑、樗木晶子監修2004年104-107頁 メデイ
カル レビュー社
4)永	 井利三郎、山川裕子 検査の手順と看護ケア 脳
波検査 エクセルナース[検 査編]松 岡緑、樗木晶
子監修2004年108-111頁 メデイカル レビュー社
5)永 井利三郎 髄液検査 エクセルナース[検 査編]
松岡緑、樗木晶子監修2004年180-181頁 メデイ
カル レビュー社
6)永 井利三郎、福井幸子 脳波検査 検査の手順と看
護ケア エクセルナース〔検査編]松 岡緑、樗木晶
子監修2004年182-186頁 メデイカルレビュー社
7)大 橋一友 性腺機能検査 エクセルナース[検査編]
樗木晶子、松岡緑編2004年448-449頁 メデ ィカ
ルビュー社










D高	 木洋治 生体微量元素の栄養学 と臨床 平成16年






4)永	 井利三郎JAICA講 義 平成15年 度国別特設 ・ラ
オス母子保健看護コース.2004年 弖月
5)永	 井利三郎 病虚弱児セミナ‐in関 西.2004年2
月、大阪
6)永	 井利三郎 シンポジウム 「てんかん、重症心身




7)永	 井利三郎 市民公開シンポジウム 「子ども虐待防
止への各地の経験 とこれか らの取 り組み」(平 成16
年度 日本小児科学会 「子 どもの健康週間」事業).
2004年10月 、大阪




9)永 井利三郎 自閉症セ ミナー1.2004年1月 、大阪
10)永 井利三郎 自閉症セミナー.2004年2.7月 、大阪





N学 会 一 般 演 題








































小 児 外 科 学 会.2004年6月 、 大 阪


















































































省ワクチン ・接種方法研究班内 「ハイ リスク児 ・者
への予防接種基準作成に関する研究班」 乳児重症
ミオクロニーてんかん(SMEI)症 例のワクチン接種状
況調査 第46回 日本小児神経学会総会.2004年6月 、
東京
20)久 林智佳、小谷 口綾、永井利三郎 障害児を育てる
父母 の意識 に関するアンケー ト調査～障害児のきょ
うだいの育児について～ 第51回 日本小児保健学会.
2004年10月 、盛 岡
2D小 谷 口綾 、久林 智佳 、永 井利三郎 障害児 を育て る
父母 の意識 に関す るア ンケー ト調査 障害 への思 い
について 第51回 日本小児保健学会.2004年10月 、
盛 岡
22)武 敦子 、増 田有美 、永 井利三郎 気管支喘息 をもち、
定期的 に外来 通 院 してい る小学生 の保護者 への アン
ケー ト調査～保護者 のもつ思 いにつ いて～ 第51回
日本小児保健学会.2004年10月 、盛岡
23)神 尾範子 、柳原恵子 、今井克 美、大場 志保子、 青天
目信 、沖永 剛志 、大 薗恵一 髄液糖低 値を伴 う乳児
期発症の難治性て んかんの4例 、第1回 近畿 てんか
ん研究会.2004年ll月 、大 阪
24)久 林智佳 、小谷 口綾、永井利 三郎 障害児 を育 てる
父母 の意識 に関す るア ンケー ト調査 第8回 阪神小
児神経筋研究会.2004年7月 、大 阪1
25)永 井利三 郎、今 井克美、沖永 剛志 、神尾範子 、青天
目信 、泉達郎 、清水弘之 大 脳半球機 能的切除 後に
対側脳 半球 に起 始す る発作 が頻発 した大脳半球 巨脳
症の1例 第38回 てんかん学会.2004年10月 、静岡
26)今 井克美、柳原 恵子 、真 野利之、青天 目信 、神 尾範
子 、沖永剛志 、薗恵 一、吉峰俊樹、永井利三郎 て
んかん性棘波 の加算 平均 電流源解析(電 流源推 定 と
して適 切な位 相 の検討)第38回 て んか ん学会.
2004年10月 、静 岡
27)大 場志保子 、沖 永剛 志、青天 目信 、神尾範子 、今井




28)沖 永剛志 、青天 目信 、神尾範子 、下野 九里 子、今井
克美、大薗 恵一 、永 井利三郎 小児の難治てんか ん
に対す る経 口TRH療 法 日本小児神経学会近畿地 方
会.2004年4月 、大阪
29)青 天 目信 、神尾 範子、沖永 剛志、今井克美、永井 利
三郎 、大薗 恵一 光過敏性 てんかん 視覚誘発発 作
の検討 第45回 大 阪小児てんか ん研究会.
30)柳 原恵 子、真野 利之 、荒 井洋、永 井利三郎、平 田雅
之 、今井克美GluH異 常症(Glucosetransporter
ldeficiencysyndrome)に お ける臨床症 状 と脳波 の
特徴 第34回 日本臨床神経生理学会.2004年11月 、
東京
31)青 天 目信、大 場志保子 、沖永剛志、神尾範子 、今井
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克美 、大 薗恵一 、永井利三 郎 造血幹 細胞移植 を施
行 したク ラッベ病 及び副 腎白質ジス トロフィー の電
気 生理学 的変化 第34回 日本 臨床神 経 生理 学会.
2004年11月 、東京
32)今 井克美 、青天 目信、大場 志保子、沖永 剛志 、神尾
範子 、大薗恵一、永井利三郎StatisticalSAM法(空
間フィル ター ・統 計解析併 用)を 用 いたてんか ん性
磁気棘波 の γ帯域解析 第34回 日本臨床 神経生理学
会.2004年11月 、東京
33)永 井利三郎 、武敦子 、増 田有美 気管支喘息 を もち、
定期 的に外 来通 院 して いる小学生の保護者 へ のア ン
ケー ト調査報告 第56回 北摂小児科医会.2004年
ll月	、西宮市
34)真 野利之 、酒井規 夫、下野 九理 子、沖永 剛志、今 井
克美 、谷池 雅子 視 神経萎縮 、尿細管性 ア シ ドー シ
ス、難聴 な ど多彩 な合併症 を伴 ったhereditarymotor
andsensoryneuropathyの 兄弟例 第46回 日本 小児
神経学会総会.2004年7月15-17日 、東京
35)田 川哲三 、船戸正久 、斉藤利雄 、鈴 木周平 、服部英
司、安原 昭博、富和清 隆、永井利三 郎 、三 宅忠夫 、
藤 田敬之助(大 阪府 医師会勤務 医部会小児 の在宅 医
療 システム検討委員会)第35回 日本小児神経 学会
近畿地方会.2004年3月27日 、神戸
36)沖 永剛志 、青天 目信 、神尾範子 、下野九理子 、今井
克美、永 井利三郎 、大 薗恵一 小児 の難治 性て んか
ん に対す る経 口TRH(taltirelinhydrate)療法 第
35回 日本 小児神経 学会近畿地方会.2004年3月27
日、神戸
37)中 道美言 、西村 明子 、大 橋一友 助産 師 の三陰交 の
ッボ刺 激に関する認知度の調査 第45回 日本母性衛
生学会.2004年9月 、東京
38)金 正菜美 、炭 原加代 、大 橋一友 若 年女性 の喫煙行
動に関連す る因子 一性 周期 と心理 ・社会 的背景 一
第45回 日本 母性衛 生学会.2004年9月 、東京
39)佐 藤珠美 、小林益江 、大 橋一友 地 域 の更年 期女性
のQualityoflife第19回 日本更 年期 医 学会.
2004年10月 、広島
40)守 安佳世 、炭原加代 、中嶋有加里 、西村明子 、大橋
一友 大学 生の性行動 と性意識 一高校で の性教育
受講の有無 による検 討 一 第45回 日本 母性衛生学会.
2004年9月 、東京
41)大 園彩子 、中嶋有加里 、奥村起美 、押 谷明佳 、大橋
一友 妊婦 におけ るシー トベル ト着 用時 の圧 力 と圧
迫感 に関す る研究 第42回 大阪母性衛生学会.
2004年1月 、大阪
42)奥 村起美、中嶋有加里、大園彩子、押谷明佳、大橋
一友 妊娠中のシー トベル ト装着方法指導および妊
婦用補助ベル ト使用による圧力変化 第42回 大阪母
性衛生学会.2004年1月 、大阪
43)押 谷明佳、中嶋有加里、大園彩子、奥村起美、大橋
一友 妊婦 ドライバーのシー トベル ト着用に関する

















































































7)高 橋 育 代 、 小 笠 原 知 枝 、 久 米 弥 寿 子 が ん 体 験 者 の
QOLに 対 す る 自 助 グ ル ー プ の 情 緒 的 サ ポ ー ト 効 果
日 本 が ん 看 護 学 会 誌2004年18巻1号14-24頁
8)葉 山 有 香 、 沼 波 勢 津 子 、 新 田 紀 枝 、 阿 曽 洋 子 、 中 平
三 枝 子 シ ス プ ラ チ ン 投 与 後 の 不 快 な 症 状 に 対 す る
足 浴 後 マ ッ サ ー ジ の 効 果 第34回 日 本 看 護 学 会 論 文
一63一
集成人看II2004年18-20頁
9)新	 田紀枝 、阿曽洋子、葉 山有 香 、中平三枝子 、沼 波
勢津子 化 学療法 に伴 う遷延 性嘔気 に対す る足浴 後
マ ッサー ジ によ るリラクセ ー ション効 果 看護研 究
2004年37巻6号63-74頁
10)早 川和 生 地域 看護学の理論 的基盤 一グ ローバ リ
ズムVSロ ーカ リズム ー 日本地域看護学会誌2004
年7巻1号5-7頁
ll)杉 浦圭子 、伊藤 美樹 子、三上 洋 在宅介護 の状況お
よび介護 ス トレスに関す る介護者 の性差 の検 討 日
本 公衆衛 生雑誌2004年51巻240-251頁
12)九 津見雅美 、伊 藤美樹子 、三 上洋 介護保 険サー ビ
ス決定 にお ける要介 護者 と家族 の主体性 に関連す る
要 因の検討 利用者 の基 本属性 によ る違 い 日本公
衆衛 生雑 誌2004年51巻507-521頁
13)梅 藤 薫、荒木 田美香子 、犬賀辰子 、宮崎雅代 、青柳
美樹 、永井道子 農 山村 地域 にお ける事業所 の健康
管 理 状況 と地域保 健サ ー ビス の提 供 に関す る 調査
保健 師ジャー ナル2004年60巻7号66-673頁
14)三 橋 恭子、 田代順子 、小 澤道 子、菱沼 典子、川 越博
美 、森明子、荒木 田美香子 、村井文江 、野 口真 貴子
ヘル ス ・ボ ランティア指 向の ある看護 大学生 のr身
近 な健 康 問題 とケア』 の認識 とボ ラ ンテ ィア経験
聖路加看護学会誌2004年8巻i号36-43頁
15)高 橋 佐和子、荒木 田美香子 中学 生の精 神的健康状




























中村正和 禁煙指導技術 による禁煙効果の分析 第


























5)三	上洋 大学におけるたばこ対策 とその評価 平成






影 響 乳酸 菌研 究 会 に関す る報告 書2004年
348-3353頁














の開発(2)統 計数理研究所共同研究 リポー ト166
2004年
3)山	 口健、「がんの社会学」に関する合同研究班、大野
ゆ う子 ら"が ん体験者の悩みや負担等に関する実
態調査報告書 概要版 がんと向き合った7,885人
の声"シ リーズ 「がん体験者Q声 」第1集2004年
5.解 説 ・総説
1)阿	 曽洋子 看護研究における実験研究 看護研究
2004年37巻1号3-12頁
2)阿	 曽洋子 褥瘡ケア:教 育の現状と研究Quality
Nursing2004年10巻6号22-27頁
3)阿	 曽洋子 褥瘡ケアの実態 と予防看護 日本褥瘡学
会誌2004年6巻1号1-7頁
4)阿 曽洋子、本山裕子 看護機能の拡大は飛躍の起爆
剤 か、パ ン ドラの箱 か 日本看護研究 学会雑誌
2004年27巻1号15-16頁
5)大	野ゆう子 焦点 看護 ・医療の研究 におけるタイム






7)細 見明代、伊部亜季、阿曽洋子 看護 に関す る実験
研究での対象者をめぐる問題 看護研究2004年37
巻1号13-19頁







亜紀 薬 の副作 用につ いて 千葉大学法学論集 10)笠 原聡子、石井豊恵、沼崎穂高、浦梨枝子、馬醫世
一64一
大阪大学看護学雑誌Vbl.11No.1(2005)
志子、輪湖 史子、横 内光 子 、鈴木 珠水、大野 ゆ う子
焦点 看護 ・医療 の研 究 にお けるタイムスタデ ィ 第
2章 タイムスタデ ィとは その背景 と特徴 看護研
究2004年37巻4号11-22頁
11)笠 原聡子 、石井豊恵 、沼 崎穂 高、中村亜紀 、聲 高英
代、原内一、稲 邑清也、大野ゆ う子 焦点 看護 ・医
療 の研究 にお けるタイムスタディ 第3章 タイム ス
タデ ィの実施 看護研究2004年37巻4号23-32頁
12)沼 崎穂 高、笠原聡子 、石井豊 恵、古川有香 、飯 沼正
博 、国府裕 子、 北村 有子 、萩 本明子、雑賀公 美子 、
原 内一 、稲 邑清也、大野ゆ う子 焦点 看護 ・医療 の
研究 にお けるタイ ムスタディ 第4章 タイム スタデ
ィにお けるデー タ管 理 看護研 究2004年37巻4号
33-46頁
13)石 井豊恵 、笠原聡子 、沼崎穂高、杉田塩 、古川有香 、
飯 沼正 博、 国府裕 子、原 内一、稲 邑清也 、大 野 ゆ う
子 焦点 看護 ・医療 の研究 にお けるタイ ムス タデ ィ
第5章 タイムス タデ ィによる結果 の解析手法 看護
研究2004年37巻4号47-58頁
14)石 井豊 恵、笠原 聡子 、沼 崎穂高、左近賢 人、藤本春
美 、杉 田塩、門田守人、原 内一 、大野ゆ う子 焦点 看
護 ・医療 の研究 におけるタイムスタデ ィ 第6章 タ
イ ムスタデ ィを 円滑 に進 めるため の実践 的な諸課題
とそ の対応 看 護研 究2004年37巻4号59-72頁
15)三 上洋、荻原俊 男 【ナースが こた える心臓 の病気
200の 質 問】 高血圧 ・低血圧 について の質 問 ハ ー
トナーシ ング2004年108-125頁 春季増刊
16)三 上洋 【降圧薬 合併症予防のための至適使用法】
降圧 薬療法 の進 歩 これ か らの治療法 降圧薬療 法
の コ ス トベ ネ フ ィ ッ ト 治療 学2004年38巻
177-180頁
17)三 上洋InformationUp‐to-Date社会心 理学的 因
子 と高血圧発症 リスク 血圧2004年11巻210-211頁
18)三 上洋InformationUp‐to‐DateARBによる高血 圧
治療 忍容性 とコンプライ アンス 血圧2004年11
巻440-441頁
19)三 上洋InformationUp-to‐Dateアンジオテ ン シ
ン受容体拮抗 薬 と閉経後 婦人 の性機 能 血圧2004
年II巻522-523頁
20)三 上洋InformationUp-to‐Date高血圧患 者 の性
機 能 血圧2004年11巻768-769頁
2D荒 木 田美香子 、井 田真理 子 、永井 道 子、 青柳 美 樹











シリーズ 高血圧 糖 尿病 荻原俊男監修2004年
102-103頁 メディカルレビュー社





4)荒	 木田美香子 新国家試験に出てくる保健必修科 目
エッセンス 星旦二監修2004年 メディカ出版
2.専門著書





瘡アセスメン トガイ ド 真田弘美編2004年1-145
頁 中山書店
3)早 川和生監訳 「看護介入」第2版NICか ら精選 した
43の 看護介入 第皿章27禁 煙支援 翻訳2004年
365-373頁 医学書院
4)早 川和生 訪問看護実践マニュアル ー問題点とそ
の対応 一 福地總逸、小平廣子編2004年 改訂版
41-47頁 医薬ジャーナル社
5)早 川和生 看護介入第2版37転 倒予防 グロリア
M.ブ レチュクC.マ クロスキー編集 早川和生監訳
2004年 医学書院
6)三	上洋 内分泌 ⑤副腎皮質・髄質機能検査 エクセ
ルナース(検 査編)松 岡緑、樗木晶子監修2004
年450-453頁 メディカルレビュー社
7)三 上洋、荻原俊男 高齢者によく見 られる疾患 高血




8)尾 ノ井美 由紀 訪問看護実践マニュアル ー問題点
とその対応一 福地總逸 ・小平廣子編2004年 改訂
版41-47頁 医薬ジャーナル社












安全管理体制 日本看護協会神戸研修セ ンター 看
護職の責任と静脈注射研修会.2004年6月 、神戸市
2)阿 曽洋子、中村惠子、谷眞子、長岡栄子、駒木根愛 シ
ンポジウム ー看護教育一 教育と臨床 との有機的
連携 第35回 日本看護学会.2004年8月 、和歌山市
3)阿	曽洋子 招聘講演 エビデ ンスに基づ く日常看護
ケア ー実践編一 平成16年 度三重県看護協会研修
会.2004年11月 、津市
4)阿 曽洋子 招聘講演 より質の高い研究への譟題・展
望 国立循環器病センター 第2回 看護学会.2004
年1月 、吹田市








7)大 野ゆう子 シンポジウム 三次元空間としての病
院デザイン 財団法人 医療科学研究所 第14回 シ
ンポジウム.2004年10月 、東京都
8)早	川和生 会長講演 「地域看護学の理論的基盤」




戸 研 修 セ ン タ ー 禁 煙 支 援 リ ー ダ ー 研 修 会.2004
年2月 、 神 戸 市
10)荒 木 田 美 香 子 シ ン ポ ジ ウ ム 心 の ヘ ル ス プ ロ モ ー
シ ョ ン ー シ ン ポ ジ ウ ム 組 織 展 開 を め ざ し た 産 業 保 健
看 護 に お け る 心 の ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 第z回 日
本 地 域 看 護 学 会.2004年6月 、 吹 田 市
11)荒 木 田 美 香 子 シ ン ポ ジ ウ ム 健 康 教 育 ・ヘ ル ス プ ロ
モ ー シ ョ ン に お け る エ ビ デ ン ス と は 何 か 看 護 学 の
立 場 か ら 日本 健 康 教 育 学 会.2004年6月 、栃 木 県
壬 生 町
12)荒 木 田 美 香 子 プ レ コ ン グ レ ス 学 校 保 健 と 地 域 保
健 が 取 り組 む 思 春 期 の 課 題 第23回 日 本 思 春 期 学 会.
2004年8月 、 つ く ば 市
13)荒 木 田 美 香 子 、 シ ン ポ ジ ウ ム 健 康 教 育 ・生 活 習 慣 の
改 善 行 動 変 容 の 促 進 地 域 保 健 と 職 域 保 健 の 連 携
一 看 護 教 育 の 立 場 か ら 日 本 総 合 健 診 学 会 .2004
年2月 、 横 浜 市
N学 会 一 般 演 題















































































































































































視線移動解析:松 葉杖使用時の特徴 第63回 日本
公衆衛生学会総会.2004年10月 、松江市
18)馬 醫世志子、大野ゆう子、萩本明子、増居志津子、




































































































病:疫 学 ・治療 ・予後 乳幼児期の成長の肥満及び







か ら3歳 までの体重増加が10歳 及び13歳 時まで
の血清脂質に与える影響 低出生体重児と正常出



























































































1)田	 中春美 助産教育のあ り方 と臨床現場の問題点
助産雑誌2004年58巻3号35-38頁
2)田	 墨惠子 慢性新患患者への新 しい自己管理援助コ


























憲子 子 どもの苦痛を和 らげる内服援助 小児看護
2004年27巻2号225-228頁























5)後	 藤美紀 重症治療における経腸栄養の問題 一食
塩補充の検討 一 第18回 日本静脈経腸栄養学会.
2004年











3ヶ 月が経過 して一 第9回 癌 とQOLセ ミナー.
2004年
10)長 坂正子、佐藤浩美、山田容子、坂東 昌子 外照射
を受ける患者がもつ放射線治療に対する認識の変化
一放射線 放射線治療に関するオ リエンテーション
用紙による説明前後の変化一 第9回 癌とQOLセ ミ
ナー.2004年











拭に関する思い 一成人看護1一 第35回 日本看護
学会.2004年
15)日 向裕子 医師と看護師の情報交換に関す る認識の









18)姫 野理恵、永松彩子、井 口和江、前田正美 生理的
変化 と心理的影響か ら見た眠前フッ トケアの効果
一ホッ トパックとマッサージの実施一 平成16年 大
阪府看護研究学会.2004年






21)小 川馨 心臓移植希望患者に対するレシピエ ントコ







構築 一電子カルテ導入に向けて一 第10回 日本看
護診断学会.2004年
24)佐 藤香 看護経験が及ぼす転倒 ・転落予防への臨床

































いについて 一 第51回 日本小児保健学会.2004年
34)藤 原優子 注入 プログラム可能なCSII機 種変更に
あたっての看護上の問題点 第2回 近畿CSIIフ ォー
ラム.2004年
35)藤 原優子 フットケアの実践 日本看護 ・社会 ・政
策学会 第17回 研修会.2004年








理状況 との関連 第41回 日本糖尿病学会近畿地方会.
2004年





























2)谷 口希江、小林薫、圓見千代 子宮内胎児死亡 を経
験 した母親への看護介入の検討 一看護師の戸惑










































6)片 山千嘉 糖尿病患者の感情負担度 と自己管理実施








一セル フケア支援に注 目して一(乳腺内分泌外科 ・形
成外科病棟)2004年
10)後 藤美樹 肝癌術後で動注化学療法を併用 したイン
ターフェロン療法を受ける患者向けパンフレットの
作成と内容の検討(消 化器外科病棟)2004年














麻酔科 ・総合診療部 ・アイソトー プ病棟)2004年
17)長 坂正子 外照射を受ける患者がもつ放射線治療に
対す る認識の変化 一放射線 ・放射線治療 に関する
オ リエ ンテーション用紙導入前後の比較一(放 射線






19)伊 藤安子 乳がん術後患者の清拭に関する思い 一
ボデ ィイメー ジに焦点を当てて一(乳 腺内分泌外
科 ・形成外科病棟)2004年
20)井 本麻美 インフォーム ドコンセン ト同席時におけ
る看護師の役割についての検討(泌 尿器科病棟)
2004年
21)片 岡絵里 小児科病棟 における同胞面会のあり方に
ついての検討(小 児外科病棟)2004年










指導 と薬剤師との連携の実際(心 臓血管外科 ・外科
共通病棟)2004年





29)日 高由理子 免疫患者の足病変事例にっいて(内 分
泌 ・免疫アレルギー内科病棟)2004年
30)茨 木美千子 当病棟における内服インシデン トの実
態(乳腺内分泌外科 ・形成外科病棟)2004年
31)佐 藤香 看護経験が及ぼす転倒・転落予防への臨床




33)李 光成 手術室外回り看護業務学習 ビデオの作成
(手術部)2004年





36)田 口睦美 業務内容を変更す る時の看護師の心理
一上肢からの心臓カテーテルの移送方法をベッドか
ら車椅子ヘー(循 環器 ・腎臓 内科病棟)2004年
37)新 久美 癌患者家族の抱えるス トレスについて(消
化器内科病棟)2004年




ス トレスコーピング行動の検 討(整 形外科病棟)
2004年








43)藤 岡恵子 糖尿病網膜症患者のフッ トケアへの看護
介入の現状 と問題点(眼 科病棟)2004年
44)影 山智子 糖尿病網膜症患者のフッ トケアにおける
問題点 一自己効力を低下させる要因とは一(眼科
病棟)2004年






47)平 田恵 頭頚部悪性腫瘍患者の療養環境の改善 一
臭気の観点から一(耳 鼻咽喉科病棟)2004年





的 ・精神的ケアの実態(老 年高血圧 ・呼吸器内科病
棟)2004年




53)二 位希美 術後患者における安楽な洗髪体位 の検討
(心臓血管外科 ・外科共通病棟)2004年
54)池 内真奈美 神経内科脳卒中科の退院支援における
アセスメン ト用紙使用の有効性(神 経内科 ・脳卒 中 ・
皮膚科病棟)2004年
55)村 上聖女 重症未熟児室および新生児室における光















6D岩 蕗佳代子 骨きり術手術前後の不安の変化(歯 学
部)2004年
一74一
